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南
部
町
長
選
挙
、
南
部
町
議
会
議
員
選
挙
が
十
月
十
九
日
告
示
さ

れ
、
南
部
町
長
選
挙
は
、
前
西
伯
町
長
の
坂
本
昭
文
氏
の
み
の
立
候

補
だ
っ
た
た
め
無
投
票
で
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
在
任
特
例
を

適
用
し
な
か
っ
た
議
会
議
員
選
挙
に
は
、
定
員
十
六
名
に
対
し
五
名

オ
ー
バ
ー
の
二
十
一
名
が
立
候
補
さ
れ
、
激
し
い
選
挙
戦
の
末
、
十

六
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
有
権
者
数
　
　
九
、
九
三
八
人
　
　

投

票

者

数
　
　
八
、
一
七
五
人
　
　

投
　
票
　
率
　
　
八
十
二
・
二
六
％

当　選 坂　本　昭　文

（定数 16） 

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

候補者氏名

細　田　元　教

秦　　　伊知郎

植　田　　　均

石　上　良　夫

亀　尾　共　三

景　山　　　浩

笹　谷　浩　正

青　砥　日出夫

真　壁　容　子

足　立　喜　義

森　岡　幹　雄

杉　谷　早　苗

田川　　　弘

塚　田　勝　美

赤　井　　　昇

井　田　章　雄

新　居　陽　子

渡　邉　　　巧

恩　澤　利　夫

安　　　俊　博

村　寅　雄
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4 9 3
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4 1 7

4 0 8

3 8 9

3 8 2

3 8 1

3 5 4

3 4 3

3 2 5

2 0 8

1 5 2

1 0 5

0 7 0

公明党

無所属

日本共産党

無所属

日本共産党

無所属

無所属

無所属

日本共産党

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無所属

無　　職

会社役員

自 営 業

会社役員

自 営 業

自 営 業

会社役員

自 営 業

無　　職

農　　業

農　　業

無　　職

農　　業

会社役員

農　　業

無　　職

無　　職

農　　業

農　　業

農　　業

無　　職

5 4
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5 0
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得票数 政党名 職　業 年齢



十
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
南

部
町
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
、
下

記
の
十
六
名
の
方
が
新
し
く
南
部

町
の
議
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
、
み
な
さ
ん

の
意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す
。

敬
称
略
（
五
十
音
順
）

氏
名
（
年
齢
）

住
所
、
党
派
、
職
業
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青砥日出夫（52）
鴨　部　
無所属
自営業

少
子
化
問
題
と
若
者
定
住
で
す
。

住
宅
・
雇
用
・
子
育
て
支
援
な
ど
多

面
的
に
、
施
策
提
案
を
し
ま
す
。
中

山
間
地
の
活
性
化
、
環
境
問
題
、
河

川
・
森
林
の
保
護
そ
し
て
、
子
供
達

の
遊
べ
る
川
の
創
造
で
す
。
特
産
物

の
開
発
、
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、

町
民
の
方
一
人
一
人
の
声
に
耳
を
傾

け
あ
ら
ゆ
る
諸
問
題
に
皆
様
と
一
緒

に
頑
張
り
ま
す
。

井田　章雄（58）
円　山　
無所属
無　職

旧
西
伯
町
と
旧
会
見
町
と
の
交
流

を
深
め
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な

い
、
明
る
い
、
住
み
良
い
、
活
力
あ

る
南
部
町
を
め
ざ
し
、
町
民
の
声
を

行
政
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を
し
、
少

子
高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
行
政
を

推
進
し
ま
す
。
又
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

ん
な
南
部
町
を
め
ざ
し
精
一
杯
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

赤井　　昇（59）
井　上　
無所属
農　業

皆
様
が
安
心
し
て
住
め
る
公
正
公

平
な
新
町
づ
く
り
の
た
め
、
何
が
町

民
、
地
域
の
た
め
に
な
る
か
を
見
極

め
、
体
制
に
媚
び
ず
、
ど
う
ど
う
と

是
々
非
々
の
議
論
が
で
き
る
議
会
に

し
、
町
政
刷
新
と
活
性
化
を
図
り
、

真
に
町
民
に
身
近
な
議
会
構
築
を
目

指
し
、一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
支
援
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

植田　　均（50）
天　萬　

日本共産党
製材業

南
部
町
誕
生
時
に
、
議
会
に
送
り

だ
し
て
い
た
だ
い
た
重
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
公
約
の
、
q
会
見
地
域
の

声
を
町
政
に
届
け
る
こ
と
。
w
町
政

や
議
会
の
あ
り
よ
う
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
。
e
要
求

実
現
に
が
ん
ば
る
こ
と
。
こ
の
三
つ

を
着
実
に
や
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
心
安
い
議
員
と
し
て
、
要
望
等

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

足立　喜義（55）
下中谷
無所属
農　業

町
民
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
新
生

南
部
町
の
議
会
議
員
と
し
て
映
え
あ

る
議
席
を
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
と
責
任
の
重
責
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

南
部
町
の
円
滑
な
ス
タ
ー
ト
の

為
、
議
会
と
町
執
行
部
が
一
体
と
な

り
町
民
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
、
邁
進
致
し

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

田川　弘（59）
天　萬
無所属
会社役員

新
生
南
部
町
議
会
議
員
に
町
民
の

皆
様
の
御
支
持
を
い
た
だ
き
議
会
に

送
っ
て
い
た
だ
き
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、

い
ま
ま
で
十
七
年
半
の
経
験
を
生
か

し
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
の
充
実
、

地
域
の
均
衡
の
取
れ
た
発
展
、
農
業

の
振
興
に
取
組
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

石上　良夫（58）
宮　前　
無所属
会社員

南
部
町
が
誕
生
し
人
口
も
約
一
万

二
千
人
と
増
加
し
ま
し
た
。
旧
町
を

互
い
に
尊
重
し
、
一
体
化
さ
れ
た
町

づ
く
り
が
必
要
で
す
。
更
に
町
民
の

皆
様
の
声
を
行
政
に
届
け
、
公
平
な

町
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
人
権
確
立
の
町
づ
く
り
は
、
行

政
の
基
本
で
あ
り
、
社
会
に
育
む
子

ど
も
達
の
健
全
育
成
の
た
め
私
に
与

え
ら
れ
た
責
務
と
考
え
ま
す
。

景山　　浩（45）
阿　賀　
無所属
自営業

私
達
は
、
南
部
町
誕
生
の
一
期
目

の
議
員
と
し
て
、
文
字
通
り
の
町
づ

く
り
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
活
力
あ
る
そ
し
て
次
の
世

代
に
安
心
し
て
引
き
継
ぐ
こ
と
の
出

来
る
町
に
す
る
た
め
産
業
の
活
性
化

や
教
育
問
題
に
重
点
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
負
担

の
関
係
に
も
勇
気
を
持
っ
て
取
り
組

み
た
い
。
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十
一
月
二
日
に
開
か
れ
た
臨
時

議
会
に
お
い
て
議
長
・
副
議
長
が

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

議
　
長
　
　
森
岡
　
幹
雄

副
議
長
　
　
秦
　
伊
知
郎

亀尾　共三（62）
落　合　

日本共産党
自営業

引
き
つ
づ
い
て
議
会
に
送
っ
て
い

た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
町
で
み
な
さ

ん
の
声
を
行
政
に
届
け
、
選
挙
中
に

掲
げ
た
政
策
の
実
現
を
め
ざ
し
全
力

で
ガ
ン
バ
リ
ま
す
。
町
民
の
目
線
で

町
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
決
意
で

す
。

秦　伊知郎（57）
阿　賀
無所属
会社役員

合
併
と
い
う
大
き
な
変
革
の
中
、

議
員
に
選
出
さ
れ
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
中
心

部
と
周
辺
部
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

気
配
り
と
、
短
期
的
か
つ
長
期
的
な

展
望
が
必
要
で
す
。
合
併
し
て
よ
か

っ
た
と
い
え
る
町
を
目
指
し
、
多
く

の
人
の
意
見
を
聴
く
努
力
を
し
、
議

会
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

笹谷　浩正（61）
東　上
無所属
会社役員

新
し
い
南
部
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
町
民
の
意
見
を
主
と
し
議

会
は
町
民
の
声
を
代
弁
す
る
機
関
で

あ
り
ま
す
。
生
活
環
境
、
地
域
福
祉

や
農
業
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

緑
豊
か
な
山
村
の
資
源
を
大
切
に
明

る
く
活
動
的
調
和
の
と
れ
た
、
南
部

町
で
有
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

細田　元教（54）
東　町
公明党
無　職

新
生
南
部
町
の
第
一
回
町
議
会
選

挙
に
町
民
の
皆
様
方
か
ら
多
大
な
御

支
援
を
頂
き
、
上
位
当
選
さ
せ
て
も

ら
い
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
与
え
ら

れ
た
一
期
四
年
間
、
少
子
高
齢
社
会

を
見
据
え
、
町
民
の
為
、
手
と
な
り
、

足
と
な
っ
て
、
全
力
で
働
い
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

杉谷　早苗（59）
西　町
無所属
無　職

新
町
誕
生
に
当
た
り
「
安
全
、
安

心
、
豊
か
な
郷
土
」
を
目
指
す
事
は

当
然
な
が
ら
、
次
代
を
託
す
人
造
り

を
勧
め
る
事
も
急
務
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
現
代
の
世
相
を
考
え
る
時
、

子
供
を
取
り
巻
く
環
境
整
備
に
は
、

心
や
感
覚
の
あ
り
方
に
も
目
を
向
け

て
、
自
己
管
理
が
出
来
る
人
を
育
成

し
て
い
く
事
と
強
い
思
い
で
お
り
ま

す
。

真壁　容子（51）
馬　場

日本共産党
無　職

私
は
今
回
の
選
挙
で
「
町
民
の
声

を
と
ど
け
た
い
。
住
民
の
目
線
で
町

政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
提
案
し
て
い
き
た

い
。
議
会
の
よ
う
す
を
知
ら
せ
ま

す
。」
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
公
約
で
す
。
こ
の
度
も
激
励
と
と

も
に
た
く
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し

た
。
し
っ
か
り
と
と
ど
け
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
公
約
実
現
に
む
け
て
全
力

投
球
で
す
。

塚田　勝美（52）
東　上
無所属
会社役員

「
顔
の
見
え
る
町
政
」
を
目
指
し
、

西
伯
・
会
見
両
町
が
合
併
し
南
部
町

が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
意
義
は
、
私
達
が
住
む
中
山

間
地
域
の
急
激
な
衰
退
の
阻
止
と
、

個
性
的
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
あ

る
と
私
は
考
え
ま
す
。

合
併
協
議
に
参
画
し
た
者
と
し

て
、
新
町
の
町
政
に
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

森岡　幹雄（70）
福　成　
無所属
農　業

南
部
町
発
足
に
併
な
う
議
会
に
議

員
と
し
て
選
任
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

住
民
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
、
旧
両

町
の
良
き
仕
組
み
を
活
か
し
、
融
合

さ
せ
、
新
町
発
足
時
で
の
、
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
声
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
ざ
し
、
議
員
・
議
会
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。




